
交通事故（２０２６年１月２０日掲載）

未成年者の事故と親の責任

【質問】

　横断歩道を渡っていたら、中学生の男の子が信号を無視して自転車で突っ込んで

きて、衝突し、私はけがをしました。親に治療費等を請求できませんか。

　

【回答】　　　　　　　　　　　　　　　　

　一般的に、１２歳以下（小学生以下）の子供については、責任能力（自己の行為

の責任を弁識するに足りる知能）が備わっていないと判断され、原則として、その

親（親権者）が損害賠償責任を負うことになりますので、親に治療費等の損害賠償

請求をすることができます。

　他方、１３歳以上（中学生以上）の子供については、特段の事情のない限り、責

任能力が備わっていると判断されるため、事故を起こした子供本人が損害賠償責任

を負います。

　この場合、親が子供を被保険者とする自転車保険や個人賠償責任保険に加入して

いれば、その保険から治療費等を支払ってもらうことができるでしょう。

　これに対し、保険加入がなかった場合は、当事者に損害賠償請求をすることにな

りますが、子供本人には治療費等を支払うだけの資力がないことが通常ですので、

親にも損害賠償責任が認められるかどうかが問題となります。

　この点について、親には、交通ルールを守って自転車を運転するよう子供を指導

監督する義務があると考えられています。そして、本件のように子供が信号無視と

いう基本的な交通ルールの違反をしたことからすると、親が監督義務を怠っていた

と推認されて、親に損害賠償責任が認められる可能性があります。

　実際に親の損害賠償責任が認められるかどうかは、個別具体的な事情によります

ので、詳しくは弁護士にご相談ください。

（弁護士　尾﨑恒平）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　


